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令 和 ５ 年 度  名 北 小 学 校  学 校 だ よ り  

ほっとニュース １   １年生、６８名が入学しました 

４月６日(木)、今年もかわいい１年生が入学しま

した。緊張した顔が見られた１年生でしたが、入学式

では校長先生とお辞儀をして話を聞いたり、返事をし

たりすることができました。 学校のマスコットキャラ

クター「メェ～ほくちゃん」を見て、「羊！」「メェ

ー、メェー」と答える子どもも見られ、１年生の素直

さに、心温まる場面もありました。 
 教室では、担任の先生からの話を一生懸命聞いたり

静かに席に座って待ったりすることができました。 
本校では、上級生や教職員の他にも、たくさんの

人が１年生を見守っています。交通指導員さんは毎

朝登校の様子を見てくださったり、１年生がきちん

と下校することができたか見守ってくださったりし

ています。４月１２日（水）〜１４日（金）には、

方面別に交通安全指導がありました。道路の横断の

仕方や信号機の色の意味など、交通事故から身を守

るために大切なことを教えてもらいました。 

ニュース号  

ＮＯ．２ 

ほっとニュース ２   着任式、始業式を行いました 

４月７日（金）、体育館にて今年度、名北小学

校に赴任した教職員を迎えて、着任式を行いまし

た。その後、始業式も行いました。子どもたちは

新しい教室で、新しい担任の先生や友達との出会

いに目を輝かせ、気持ちを新たに頑張ろうという

気持ちをもつことができました。  

 

ほっとニュース 3  １年生を迎える会を行いました 

４月１０日（月）、運動場にて入学間もない１年

生が２～６年生と初めて対面する会を行いました。１

年生は、入場するときは緊張した表情でしたが、上級

生と一緒にじゃんけんゲームを楽しんだり、代表児童

の話を聞いたりして、笑顔いっぱいになり、名北っ子

の仲間入りができました。 

 

（世 帯 数 配 付 ） 



ほっとニュース 4   離任式で、お世話になった方とお別れをしました 

４月１２日（水）、昨年度末で名北小学校を去られた職員の方々と、子ども
たちとのお別れ会をしました。お一人ずつ、名北小学校での今までの思い出や
子どもたちへのメッセージを話してくださいました。子どもたちもたくさんの
拍手や花のアーチで、感謝の気持ちを伝えました。             

 ＜名北小学校を去られた職員の方々＞ 
福 田 理 佳 先生（退職） 
鈴 木 さやか 先生（港区正保小へ） 
安 藤 光 一 先生（守山区守山特別支援学校へ） 
岩 本 明 郎 先生（昭和区伊勝小へ） 
倍 野  渉  先生（緑区桶狭間小へ） 
志 知  愛  先生（名東区藤が丘小へ） 
一 色 里 奈 先生（中川区正色小へ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇ 本校の生活指導（あしへそはい）について ◇◇◇ 
 本校では、子どもたちがよりよい学校生活を送ることができるように、子どもの日々の様子

を丁寧に観察し、指導しています。指導する中で、特に大切にしていることとして「あ・し・

へ・そ・は・い」という言葉があります。 

 

 

 

 

 日頃の生活では、他にも気を付けていかなければならならことがたくさんありますが、学校

では生活する上で基本的なことを上記の６点を中心に指導しています。ぜひ、ご家庭でも、学

校生活をきちんと送れているか、ご家庭での生活習慣は規則正しいものとなっているか、お子

様と一緒に振り返る時間をとっていただくこともよいのではないかと思います。 

◇◇◇ 「大好き！名北ＩＮＧ宣言」について◇◇◇ 
 本校の東土間や西土間、職員用玄関の３か所に、「大好き！名北ＩＮＧ宣言５か条」を掲示

しています。「ＩＮＧ」とは「いじめのない学校づくり」を略した言葉です。自分やみんなを

大切にできるように、ＩＮＧ宣言を掲げています。１７日（月）に、全校児童にＩＮＧ宣言に

ついて話しました。ご家庭でも自分や友達を大切にするために頑張ることについて話題にして

みてはいかがでしょうか。 

ほっとニュース ５   認証式を行いました！  
 １７日（月）に、前期学級委員（２～３年生）と前期学級

・代表委員（４～６年生、あすなろ・ひまわり学級）の認証

を、２４日（月）には、前期児童会役員、各委員会委員長の

認証を行いました。名北小学校をよりよい学校にしていくた

めに、中心となって活動してほしいと思います。 


